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道路統計年報(2019年版)  　平成30年4月1日現在

（注）各数値は、単位未満を四捨五入したため、数値が合致しない場合がある。全国面積377,974㎢、沖縄2,281㎢、全国総人口126,443千人、沖縄1,448千人、全国自動車台数77,964千台、沖縄1,085千台である。
　　　改良済延長で国道、県道は5.5ｍ以上、市町村道は5.5ｍ未満を含む。舗装済み延長は簡易舗装を除く。
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出典：１．（自動車保有台数）は、沖縄総合事務局陸運事務所「業務概況（令和元年版）」　２．（改良延長、実延長）は、国土交通省「道路統計年報」（平成30年4月1日時点）」

 

　県内の自動車保有台数は年々上昇を続け、復帰時の昭和47年度に比べ、
平成30年度末には約５倍となり、一世帯に約1.7台になりました。

　沖縄を訪れた観光客の移動手段はレンタカーが最も多く、また、レンタカー事業所の推移を見ると毎年増加傾向にあり、
平成30年度には812事業所（営業所含む）、許可車両台数41,249台となっています。平成12年度と比べて比較すると、
事業所数で7.4倍（703事業所増）、車両台数で4.6倍（32,367台増）となっています。

令和元年度版

資料：１．（人口、世帯数）は、総務省自治行政局「住民基本台帳に基づく人口、人口動態及び世帯数 （平成31年1月1日現在） 」による。

　　　  ２．（自動車保有台数）は、社団法人　日本自動車工業会「自動車統計月報（2019年6月号）」による。

資料：平成30年度観光統計実態調査
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（平成27年度全国道路・街路交通情勢調査より）

（数値は、24時間自動車類交通量（台/24h)、括弧は混雑度を示す。）

自動車交通分担（走行台キロ）

自動車走行距離（交通量×延長）の総和

（道路交通需要を示す。）

H22

3.5%(3.7%)

20.3%
(19.4%)

10.6%
(10.6%)

25.0%
(25.3%)

40.7%
(41.2%)

10.8%
(14.4%)

42.2%
(39.2%)

7.3%(7.0%)

20.7%
(20.2%)

18.9%
(19.2%)

5. 渋滞状況

出典：平成28年度第2回沖縄地方渋滞対策推進協議会記者発表資料

三大都市圏と同等の渋滞状況

出典：沖縄地方渋滞対策推進協議会

主要渋滞箇所（中南部都市圏）

　那覇市、浦添市及び沖縄市等における道路混雑時の
旅行速度は、東京23区などの三大都市圏と同等の低い
水準となっています。

　沖縄県の厳しい道路交通渋滞の緩和・解消を図るた
め、「沖縄地方渋滞対策推進協議会」において関係機
関が協力し、対策の検討・実施に取り組んでいます。
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